
名称 配置

道路1号
計画図表示のとお
り。

名称 配置

調整池1号
計画図表示のとお
り。

緑地1号

計画図表示のとお
り。ただし、県道中
原東細谷線に接する
乗入口及び水路につ
いては計画上やむを
得ない部分をのぞく
ことができる。乗入
口は最大1箇所とす
る。

緑地2号

計画図表示のとお
り。ただし、水路に
ついては計画上やむ
を得ない部分をのぞ
くことができる。

東三河都市計画地区計画の決定（豊橋市決定）

延長

約360ｍ

豊橋市東細谷町地内

豊橋東インターチェンジ工業団地地区計画

　周辺環境に配慮するため、地区内に調整池、緑地を配置し、これら
の機能が損なわれないよう維持・保全を図る。

名称

種類

道路

位置

地区計画の目標

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保

全
の
方
針

地区施設の整備の方
針

　都市計画豊橋東インターチェンジ工業団地地区計画を次のように決定する。

　本地区は、周辺環境に配慮しながら、交通利便性を活かした良好な
工業団地として、適正かつ合理的な土地利用を図る。

面積

建築物等の整備の方
針

種類 面積

約10ｍ

緑地

公共空地

地
区
整
備
計
画

地区施設の配置及び
規模

約1.1ha

約0.8ha

　本地区は、豊橋市南東部、二級河川境川沿いに位置し、市街化調整
区域として、一帯には田園風景が広がっている。一方で、国道1号及び
国道23号名豊道路豊橋東バイパス豊橋東インターチェンジに近接し、
県道中原東細谷線が西側に隣接するなど、広域幹線道路へのアクセス
に優れた地区である。
　そこで、地区計画を定めることにより、周辺環境に配慮しながら、
本市の産業活性化を担う新たな産業拠点となる工業団地の形成を目標
とする。

約　9.7　ha

　良好な工業団地を形成するため、建築物等の用途の制限、建築物の
容積率の最高限度、建築物の建ぺい率の最高限度、建築物の敷地面積
の最低限度、壁面の位置の制限を定める。

幅員

約0.8ha

土地利用の方針



建築物等の
用途の制限

建築物の容積率
の最高限度

建築物の建蔽率
の最高限度

　建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から、道路境界線までの距離
は４ｍ以上、隣地境界線までの距離は２ｍ以上でなければならない。
ただし、軒の高さ３ｍ以下の守衛室又はこれに類する用途に供する建
築物は除く。

「区域及び地区施設の配置は、計画図表示のとおり」

備考

地
区
整
備
計
画

 次に掲げる建築物以外の建築物は建築してはならない。
１．工場（統計法（平成19年法律第53号）第２条第９項に規定する統
計基準である日本標準産業分類の大分類Ｅ－製造業に属すものに限
る。）、当該工場に関連する研究開発施設。ただし、次に掲げるもの
を除く。
ア 建築基準法（昭和25年法律第201号。以下「法」という。）別表第
２（ぬ）項第３号８の３、９、13及び13の２並びに（る）項第１号に
掲げる事業を営む工場
イ 法別表第２（る）項第２号に掲げるもの
ウ 産業廃棄物（廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第
137号）第２条第４項に規定するもの。以下、「産業廃棄物」とい
う。）の収集、運搬又は処分の用に供するもの
２．物流施設（流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律（平
成17年法律第85号）第２条第１号に規定する流通業務の用に供する建
築物【配送センター、倉庫等】）。ただし、次に掲げるものを除く。
ア 産業廃棄物の収集、運搬又は処分の用に供するもの
イ 法別表第２（る）項第２号に掲げるもの
３．上記１及び２の建築物に附属するもの。

建築物の敷地面
積の最低限度

壁面の位置の制
限

3,000㎡

10分の20

10分の6


